
   
 

 

平成２９年９月２０日 

国土技術政策総合研究所 

 

 

第 18回東京湾シンポジウム（沿岸域の持つサービスと沿岸環境）の開催 

今回は、東京湾の再生に向け、沿岸域の持つ景観・生活・文化 などの多様なサービスを

再認識します 

 

 

私達は沿岸域から様々なサービスを当り前のように享受しているのにもかかわらず、

その存在や価値をあまり認識していません。沿岸域を多くの人が“海の魅力”を感じる

ことができる空間とするためには、それらのサービスを認識することが第一歩です。今

回のシンポジウムでは、新たに産業景観・居住環境など多分野の研究者に、幅広い沿岸

域の持つサービスについて紹介をして頂きます。多様な分野の興味深い知見に触れるこ

とで、東京湾再生に向けて新たな着想・展開が生まれ、東京湾再生がより一層推進する

ことを目的としてシンポジウムを開催します． 

 

 

開催日時：平成 29年 10月 20日（金）13:00～17:30（受付開始 12:00） 

開催場所：横浜港 大さん橋 国際客船ターミナル２F 大さん橋ホール 

申込方法：事前登録制（先着350 名）、参加費無料 

 申込用紙・チラシにつきましては、以下のURLを参照ください。 

http://www.ysk.nilim.go.jp/kakubu/engan/kaiyou/kenkyu/tokyobay-sympo.html 

 

 

取材対応 

・当日は会場に記者席を設けます。 

・事前の申込（予約や登録）は必要ありません。 

・進行の妨げにならないようご配慮頂ければ、ご自由に取材して頂いて構いません。   

 

【問い合わせ先】 

国土技術政策総合研究所（横須賀） 

沿岸海洋・防災研究部 海洋環境研究室：岡田、黒岩 

〒239-0826 神奈川県横須賀市長瀬３丁目１番１号 

TEL：046-844-5023 ／ FAX：046-844-1145 

横須賀市市政記者クラブ 
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第１８回東京湾シンポジウム開催案内 
 

 下記日程にて、第１８回東京湾シンポジウムを開催致します。 

 東京湾および閉鎖性内湾の環境研究の情報収集・交換の場としてご利用して

頂ければ幸いです。興味のある方のご参加をお待ちしております。 

 

 日 時 ： ２０１７年１０月２０日（金）13：00 ～ 17：30 

       （受付開始 12：00～） 

 場 所 ： 横浜港 大さん橋 国際客船ターミナル２F 大さん橋ホール 

       （神奈川県横浜市中区海岸通１丁目１-４） 

 参 加 費 ： 無料 

 主 催 ： 国土技術政策総合研究所 

 申込期限 ： 10 月 17 日（火）17：00 まで 

 

 

≪申込方法について≫ 

 表記シンポジウムへの参加申込については、別紙申込用紙に必要事項をご記入いただき、期日

までに事務局にＥメールまたはＦＡＸでお申し込みください。 

 また、同日別会場で意見交換会を開催します。ご都合の宜しい方は意見交換会にもご参加くだ

さい。 

※個人情報については、会議当日の資料準備、報告書の送付および関連会議の連絡のみの利用と

し、 事務局が適正に管理致します。 

 

≪意見交換会について≫ 

 日 時 ： １０月２０日（金）１8：１５ ～ 20：00 

 場 所 ： リアンサンドウィッチカフェ 横浜店 

        （神奈川県横浜市中区弁天通 1 丁目 1） 

 参 加 費 ： ３，０００円（税込）※参加費は当日徴収致します。 

 申込期限 ： 10 月 17 日（火）17：00 まで 

 

東京湾シンポジウム事務局 

   国土交通省 国土技術政策総合研究所 海洋環境研究室 

    E-mail ：ysk.nil-tokyo2017@ml.mlit.go.jp 

    TEL：046-844-5023  /  FAX：046-844-1145 

http://www.ysk.nilim.go.jp/kakubu/engan/kaiyou/kenkyu/tokyobay-sympo.html 



申込日   年   月   日 

東京湾シンポジウム事務局 あて 

FAX：046-844-1145 

 

 

 下記のとおり、第１８回東京湾シンポジウムに参加を申し込みます。 

 

第１８回東京湾シンポジウム 参加申込 

ふりがな  

参加者氏名  

所属 

（勤務先・学校名）

 

 

 

所属団体 

（下記の中から１つ選択してください） 

   学生   大学・研究機関   省庁・地方自治体 

   ＮＰＯ・市民   民間企業   その他 

 

 
 

連

絡

先 

 

住 所 

〒 

 

 

電 話  

FAX  

 E-mail  

意見交換会 参加申込 

（どちらかを選択してください）         参加     不参加 
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